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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】赤ちゃんの出し入れ時に腕や肩や腰の負担が少
なくなるベビーベッドを提供する。
【解決手段】左右の側枠２，３と前枠と後枠４が平面視
長方形状に組み合わされてなるベビーベッドにおいて、
前枠は、中央で左前枠６と右前枠７に分割されてなり、
左前枠６の左端は左側枠２の前端に蝶番を介して連結さ
れ、右前枠７の右端は右側枠３の前端に蝶番を介し連結
されており、左前枠６と右前枠７は、それぞれ蝶番を介
し前方側へ向かって観音開き状に開閉できるように構成
されている。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　左右の側枠と、前枠と、後枠が、平面視長方形状に組み合わされてなるベビーベッドに
おいて、
　前記前枠は、中央で左前枠と右前枠に分割されてなり、
　左前枠の左端は前記左側枠の前端に蝶番を介して連結され、右前枠の右端は前記右側枠
の前端に蝶番を介し連結されてなり、
　該左前枠と右前枠はそれぞれ蝶番を介し前方側へ向かって観音開き状に開閉できるよう
に構成されている
　ことを特徴とするベビーベッド。
【請求項２】
　前記左前枠および右前枠は、それぞれ基枠と中折れ枠で構成されており、
　基枠が前記蝶番を介し前記側枠に対し前後方向へ回動可能に連結され、
　中折れ枠が前記基枠に対し前後方向へ回動可能に連結されている
　ことを特徴とする請求項１に記載のベビーベッド。
【請求項３】
　前記中折れ枠の下端から下方に向かってピン部材が垂設され、
　該ピン部材がスライド可能に係合されるレール部材が前記左右の側枠間に横設されてい
る
　ことを特徴とする請求項２に記載のベビーベッド。
【請求項４】
　前記前枠が閉じられた時に左右の中折れ枠を連結固定する固定部材が設けられている請
求項２または請求項３に記載のベビーベッド。
【請求項５】
　前記固定部材は、左右の中折れ枠の上端側を固定する上固定部材と、左右の中折れ枠の
下端側を固定する下固定部材で構成されている請求項４に記載のベビーベッド。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ベビーベッドの改良に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ベビーベッドは、赤ちゃんの外側への落下等を防ぐために、底板と外周枠の上端間の高
さが十分に確保される必要があり、そのようなベビーベッドにおいては、内部の赤ちゃん
を外側へ出す時に腰を屈めて持ち上げなければならず、腕や肩や腰に負担がかかり、また
、外周枠の上端に赤ちゃんの足をぶつけてしまったりすることがあった。
　なお、赤ちゃんの出し入れを容易化するために、従来、特許文献１に開示されているよ
うに、前部側枠を上下スライド可能に構成したものがあり、赤ちゃんを出し入れする時に
前部側枠を下方側へ下げて、腕や肩や腰の負担を軽減できるように構成したものが存在す
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２３１６６４号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に開示されているような、前部側枠が上下スライド可能な構造のベビー
ベッドでは、前部側枠を十分に下方側へ下さないと赤ちゃんの出し入れを容易に行なうこ
とができないものであるが、そのためには十分な上下スライド距離を確保するためにベビ
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ーベッド全体の高さが高いものになってしまうという問題点があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案は、高さに関係なく赤ちゃんの出し入れの際の負担を軽減できるベビーベッドの
提供を目的とし、この目的の少なくとも一部を達成するために以下の手段を採った。
　本考案は、左右の側枠と、前枠と、後枠が、平面視長方形状に組み合わされてなるベビ
ーベッドにおいて、
　前記前枠は、中央で左前枠と右前枠に分割されてなり、
　左前枠の左端は前記左側枠の前端に蝶番を介して連結され、右前枠の右端は前記右側枠
の前端に蝶番を介し連結されてなり、
　該左前枠と右前枠はそれぞれ蝶番を介し前方側へ向かって観音開き状に開閉できるよう
に構成されていることを要旨とする。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案のベビーベッドでは、前枠を構成する左前枠と右前枠を観音開き状に開閉させる
ことができ、観音開き状に開けることで、身を屈めなくても赤ちゃんを容易に抱っこして
出し入れすることができ、枠が邪魔にならずにスムーズに赤ちゃんの出し入れができ、腕
や肩や腰の負担を軽減できるものとなる。
【０００７】
　また、本考案のベビーベッドにおいて、前記左前枠および右前枠は、それぞれ基枠と中
折れ枠で構成されており、
　基枠が前記蝶番を介し前記側枠に対し前後方向へ回動可能に連結され、
　中折れ枠が前記基枠に対し前後方向へ回動可能に連結されているものとすることもでき
る。
　こうすれば、左右の前枠は、それぞれ基枠に対し中折れ枠を中折れさせて観音開き状に
開閉できるため、開けた時の前側への突出寸法が少なくなり、狭い空間でも良好に前枠を
開閉できるものとなる。
【０００８】
　また、本考案のベビーベッドにおいて、前記中折れ枠の下端から下方に向かってピン部
材が垂設され、該ピン部材がスライド可能に係合されるレール部材が前記左右の側枠間に
横設されているものとすることもできる。
　こうすれば、観音開き状に開閉する際に、ピン部材がレール部材にガイドされてスライ
ドし、良好に開閉することができる。また、レール部材にピン部材が係合されているため
、左前枠および右前枠が上方へ持ち上がることがない。
【０００９】
　また、本考案のベビーベッドにおいて、前記前枠が閉じられた時に左右の中折れ枠を連
結固定する固定部材が設けられているものとすれば、固定部材で強固に前枠の閉止状態を
確保することができるものとなる。
【００１０】
　また、本考案のベビーベッドにおいて、前記固定部材は、左右の中折れ枠の上端側を固
定する上固定部材と、左右の中折れ枠の下端側を固定する下固定部材で構成されているも
のとすることもできる。
　こうすれば、上下の固定部材で、より確実に前枠を固定して、前枠の閉止状態を確保す
ることができ、安全性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ベビーベッドの前枠を観音開き状に開いた状態の斜視構成図である。
【図２】ベビーベッドの前枠を閉じた状態の上方側から見た斜視構成図である。
【図３】前枠を観音開き状に開いた状態の上方側から見た斜視構成図である。
【図４】前枠をスムーズに開閉するためのレール部材に係合するピン部材の部分の拡大斜
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視図である。
【図５】ベビーベッドの左側板の内側から見た構成図である。
【図６】ベビーベッドの前枠の正面構成図である。
【図７】ベビーベッドのレール部材の拡大断面斜視図である。
【図８】上固定部材の正面構成図である。
【図９】前枠を観音開き状に開いた状態の平面概略構成図である。
【図１０】更に前枠を外側へ向かって開けた状態の平面概略構成図である。
【図１１】最大に前枠を開いた状態の平面概略構成図である。
【考案を実施するための形態】
【００１２】
　次に、本考案を実施するための形態を実施例を用いて説明する。
　図１は、ベビーベッドの前枠を開いた状態の斜視構成図であり、図２は、前枠を閉じた
状態の上方側から見た斜視構成図であり、図３は、前枠を開いた状態の上方側から見た斜
視構成図である。
【００１３】
　ベビーベッド１は、左側枠２と右側枠３とを連結する後枠４と、後枠４と平行状に前側
に設けられた前枠５で平面視略長方形状に組み立てられている。
　本例では、前枠５は、中央で左右側に分割された左前枠６と右前枠７で構成されており
、更に左前枠６は、基枠６ａと中折れ枠６ｂが回動可能に連結されたものとなっている。
同様に、右前枠７も、基枠７ａと中折れ枠７ｂが回動可能に連結されて構成されている。
【００１４】
　図１および図３は、左前枠６を構成する基枠６ａに対し中折れ枠６ｂを内側へ中折れさ
せて開いた状態であり、同様に、右前枠７も基枠７ａに対し中折れ枠７ｂを内側へ中折れ
させて開いたものであり、このように前枠５は、左前枠６と右前枠７を観音開き状に前方
側へ開くことができるように構成されている。
　なお、ベビーベッド１には、底板８が水平に配置されており、底板８の下方側に平行状
に棚板１０が配置されている。
【００１５】
　左右の側枠２，３は、同様な形状に形成されたものであり、図５において、左側板２を
、内側から見た構成図で説明すると、左側枠２は、前端側の前端立ち木２ａと後端側の後
端立ち木２ｂが立設され、間隔をおいて平行状に複数本の立ち木２ｃ，２ｃ，２ｃが配置
されて枠組み形成されたものであり、前端立ち木２ａには、上下方向に間隔をおいて３個
の高さ調整部２ｄ，２ｄ，２ｄが形成されており、この高さ調整部２ｄ，２ｄ，２ｄの何
れかを選択して底板８の配置高さを設定することができるものである。
　前端立ち木２ａの前部には、蝶番１１，１１，１１が上下方向に所定間隔で３個設けら
れており、この蝶番１１，１１，１１を介して前記左前枠６が前後方向に開閉可能に取り
付けられる。
【００１６】
　図６には、前枠５の正面構成図を示しており、前枠５は前述した如く、左前枠６と右前
枠７で構成されており、左前枠６は、更に基枠６ａと中折れ枠６ｂで構成されている。
　基枠６ａは、蝶番１１，１１，１１を介して左側枠２の前端立ち木２ａと連結される立
ち木６３を有し、この立ち木６３の上端および下端に横方向に延びる上横木６１，下横木
６２が連結され、更に立ち木６３と平行状に立ち木６４が立設されて構成されたものであ
り、立ち木６３と立ち木６４間にはベニア板等の覆蓋板６８が取り付けられている。この
基枠６ａの上横木６１および下横木６２には、回動軸１４，１４が設けられている。
【００１７】
　一方、中折れ枠６ｂは、上横木６５と下横木６６間に横方向へ間隔をおいて複数の立ち
木６７，６７，６７が固定されて枠組み形成されており、上横木６５の図示左端側が基枠
６ａの上横木６１の下側に重ね合わされて、回動軸１４が上横木６５に遊挿されている。
また、下横木６６は、基枠６ａの下横木６２の上面に重ね合わされて回動軸１４が遊挿さ
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れている。
　従って、上下の回動軸１４，１４を介して、基枠６ａに対し中折れ枠６ｂを前後方向に
回動させることができるものである。
【００１８】
　右前枠７においても、同様な形状に形成されており、回動軸１４，１４を介して基枠７
ａに対し中折れ枠７ｂが前後方向に回動可能に構成されている。また、基枠７ａを構成す
る立ち木７３と７４間には、ベニア板等の覆蓋板７８が設けられている。
　このように、左前枠６および右前枠７は蝶番１１，１１，１１を介して前後方向に回動
可能であり、更に、回動軸１４，１４を介して中折れ枠６ｂ，７ｂを基枠６ａ，７ａに対
して前後方向に回動させることができるように構成されている。
【００１９】
　前記左側枠２と右側枠３の下部部位には、両者を連結するレール部材９が横設されてい
る。即ち、図６のように、固定ネジ２０，２０を介してレール部材９は左側枠２の前端立
ち木２ａと右側枠３の前端立ち木３ａ間に横設されている。
　このレール部材９は、図７に拡大して断面を斜視図で示すような構造となっており、上
面側の前後方向中央部には、横方向に延びる上面溝９ａが下方へ向かって形成されており
、上面溝９ａの下端には、前後方向に幅広のガイド溝９ｂが横方向に延びて形成されてい
る。
　なお、上面溝９ａの所定位置には、ガイド溝９ｂの前後幅とほぼ同等な直径の通し穴９
ｃがガイド溝９ｂに向かって形成されている。
【００２０】
　一方、前記左前枠６を構成する中折れ枠６ｂの下横木６６の右端側、および、右前枠７
を構成する中折れ枠７ｂの下横木７６の左端側には、それぞれ下方へ垂下状にピン部材１
５，１５が垂設されており、このピン部材１５は、垂下状の軸部の下端に、ガイド溝９ｂ
に嵌まり込む直径を有する頭部が形成されたものであり、このピン部材１５の頭部を通し
穴９ｃからガイド溝９ｂ内に入れ込んでおけば、ピン部材１５の頭部がガイド溝９ｂ内に
嵌まり込んで、上方への持ち上げ力に対して左前枠６および右前枠７は上方へ移動するこ
とがなく、左前枠６および右前枠７は上下にがたつくことがなくガイド溝９ｂに沿ってピ
ン部材１５がスライド移動できるために、良好に左前枠６および右前枠７を横方向へ開け
てゆくことができるものである。
　即ち、左前枠６および右前枠７を開けてゆく際には、中折れ枠６ｂが基枠６ａの内側へ
折り重なってゆき、また、基枠７ａの内側に中折れ枠７ｂが折り重なってゆき、スムーズ
に開閉できるものである。
【００２１】
　なお、左前枠６と右前枠７を閉じた時に、閉止状態を維持するために、図８に正面図で
示すような上固定部材１２が設けられており、上固定部材１２は、左前枠６の中折れ枠６
ｂの上横木６５に回動ピン１６を介して回動可能に取り付けられており、一方、右前枠７
の中折れ枠７ｂの上横木７５には係合ピン１７を設けておき、上固定部材１２に形成され
ている下向き開口の係合縦溝１２ａを、上固定部材１２を上方から下向きに回転させて、
この係合ピン１７に係合させることで、上固定部材１２を介して左右の中折れ枠６ｂ，７
ｂを連結固定することができるものである。
　さらに、この係合ピン１７には、上固定部材１２を後方側へ押さえ付ける締付部材を設
けておくこともできる。
【００２２】
　また、左右の中折れ枠６ｂ，７ｂの下部部位を連結固定するために、図１のように、底
板８の前面に締め付けることのできる下固定部材１３が設けられており、下固定部材１３
は、ネジ軸部の前端に大径の頭部が形成されたものであり、左前枠６および右前枠７の閉
止状態において、この下固定部材１３を、中折れ枠６ｂの右端の立ち木６７と中折れ枠７
ｂの左端の立ち木７７の前面側を跨ぐようにして、前方側から頭部を当て、ネジ軸部を底
板８の前面に締め付けることで、中折れ枠６ｂ，７ｂは底板８の前面に押し付けられて固
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　このように上固定部材１２と下固定部材１３により強固な閉止状態を確保して、安全性
を高めることができるものである。
【００２３】
　本例のベビーベッド１では、底板８の高さ位置が低く、ベビーベッド１の上端面の高さ
位置が高い場合でも、良好に左右の前枠６，７を観音開き状に開けて、容易に底板８上に
赤ちゃんの出し入れをすることができ、腕や肩や腰の負担を軽減できるものとなる。
【００２４】
　なお、図９では、左右の前枠６，７を観音開き状に開けて、左前枠６と右前枠７間の開
口部が６４６ｍｍの開口幅となるように開けた状態を示すものである。
　更に図１０では、開口部の開口幅が７８８ｍｍとなるように開けたものである。
　更に図１１では、左右の基枠６ａ，７ａを左右の側枠２，３よりも外側へ開けて、開口
部の開口幅を８３７．６ｍｍとしたものである。
　即ち、左右の側枠２，３間の距離は１，１９８ｍｍであるが、それに近い非常にワイド
な開口幅を確保することができ、赤ちゃんを抱き寄せてから立ち上がる等することが容易
にでき、肩や腰への負担が極めて少ないものとなる。
【符号の説明】
【００２５】
　１　ベビーベッド
　２　左側枠
　２ａ，３ａ　前端立ち木
　２ｄ　高さ調整部
　３　右側枠
　５　前枠
　６　左前枠
　６ａ　基枠
　６ｂ　中折れ枠
　７　右前枠
　７ａ　基枠
　７ｂ　中折れ枠
　８　底板
　９　レール部材
　９ａ　上面溝
　９ｂ　ガイド溝
　９ｃ　通し穴
　１１　蝶番
　１２　上固定部材
　１２ａ　係合縦溝
　１３　下固定部材
　１４　回動軸
　１５　ピン部材
　１６　回動ピン
　１７　係合ピン
　６１，６５，７１，７５　上横木
　６２，６６，７２，７６　下横木
　６３，６４，６７，７３，７４　立ち木
　６８，７８　覆蓋板



(7) JP 3178145 U 2012.8.30

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(8) JP 3178145 U 2012.8.30

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】

【図９】



(9) JP 3178145 U 2012.8.30

【図１０】 【図１１】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

